
1 社協報「ふくし」 ８．７．１８

「ふくし」の発行には、飯島町社会福祉協議会の会費及び 　 「赤い羽根共同募金」の配分金が使われています。
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　令和８年度飯島町戦傷病没者追悼式を、７月 10 日に飯島町文化館にて執り行い、戦争で亡くなら
れた 380 余柱の御霊の鎮魂を行いました。
　今を生きる私たちの責務は、「尊い命を犠牲にした戦争を絶対に許さない、二度と過ちを繰り返さ
ない、平和な世界を目指し互いを理解し認め合う世界を創ること」を心するものです。
　今年も中学生２名が参列し、平和学習から学んだ戦争の背景や原爆・空襲・沖縄戦の事実、平和
の大切さをテーマに作文の朗読を行い、自分たちでできること、命の重みを次世代へつなぐ決意を示
すとともに追悼の意を捧げました。
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令和７年度　決算の概要

収入計
24,119
万円

支出計
23,945
万円

会費・寄付金収入　833万円

補助金収入
2,195万円

受託金収入
1,437万円

貸付事業収入
2万円 事務費支出

1,949万円

就労支援事業支出
1,301万円

助成金支出　68万円
分担金支出　4万円

負担金支出　48万円

その他の支出
1,672万円
その他の支出
1,672万円

事業収入
97万円

事業費支出
2,951万円
事業費支出
2,951万円

就労支援事業収入
1,265万円

障害福祉サービス等
事業収入
9,893万円

障害福祉サービス等
事業収入
9,893万円

その他の収入
102万円

介護保険事業収入
8,295万円

介護保険事業収入
8,295万円

人件費支出
15,952万円
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住
み
慣
れ
た
地
域
で
誰
も
が
居
場
所
と
役
割

を
持
ち
、多
様
な
個
性
を
認
め
合
い
、「
お
互
い
さ

ま
」が
当
た
り
前
と
な
る
地
域
共
生
社
会
の
実
現

を
目
指
し
て
活
動
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
一
人
暮
ら
し
世
帯
や
高
齢
者
世
帯
の
増
加
、家

族
支
援
機
能
の
弱
体
化
が
進
む
中
、権
利
擁
護
や

身
寄
り
の
な
い
方
へ
の
支
援
に
つ
い
て
研
究
を
深

め
、地
域
の
実
情
に
応
じ
た
支
援
体
制
の
検
討
を

お
こ
な
い
、
昨
年
度
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
を
通

じ
て
得
た
情
報
を
も
と
に
、「
気
に
か
け
合
う
地

域
づ
く
り
」と
題
し
て
講
演
会
を
実
施
し
、
各
種

団
体
の
長
や
住
民
の
皆
様
と
一
緒
に
地
域
づ
く
り

の
視
点
や
重
要
性
に
つ
い
て
学
び
、
認
識
を
共
有

し
ま
し
た
。

主
な
事
業

ふ
れ
あ
い
広
場

　
「
第
33
回
ふ
れ
あ
い
広
場
」は
実
行
委
員
会
を

立
ち
上
げ
、地
域
の
皆
様
と
一
緒
に
開
催
す
る
形

を
と
り
、
大
勢
の
皆
様
に
来
場
し
て
も
ら
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。『
ふ
れ
あ
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
』や『
ふ

れ
あ
い
ス
テ
ー
ジ
』な
ど
、約
１
，６
０
０
名
の
み
な

さ
ん
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、楽
し
い
1
日
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
や
交
流
会
を
開
催
し
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
し
て
い
る
皆
様
の
活
躍
の
場
づ

く
り
の
必
要
性
を
認
識
し
ま
し
た
。

社
会
福
祉
大
会

　
第
12
回
社
会
福
祉
大
会
を
開
催
し
、
認
知
症

予
防
の
寄
席
や
飯
島
中
学
校
３
年
生
に
よ
る
「
こ

れ
ま
で
の
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
報
告
」の
ビ

デ
オ
発
表
を
通
じ
、幅
広
い
年
齢
層
の
皆
様
に
発

信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

社
協
役
員
体
制
に
つ
い
て

福
祉
教
育

　
小
中
学
校
と
連
携
し
、教
育
課
程
に
基
づ
い
た

福
祉
教
育
を
推
進
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
手
話
ダ
ン
ス
、認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
、

声
の
輪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
で
広
報
の
録
音
体
験

を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、社
会
福
祉
大
会
で
は
、こ

れ
ま
で
の
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
報
告
も
行

い
ま
し
た
。

ふ
れ
あ
い
カ
フ
ェ

　
小
・
中
学
生
、高
校
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
一
緒

に
、子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
集
え
る「
ち
っ
ち
ゃ
な

カ
フ
ェ
」
を
各
種
イ
ベ
ン
ト
と
合
同
で
開
催
し
ま

し
た
。年
５
回
開
催
で
、多
く
の
皆
さ
ん
に
楽
し
ん

で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

住
民
支
え
合
い
マ
ッ
プ

　
災
害
時
の
助
け
合
い
は
も
ち
ろ
ん
、日
頃
か
ら

の
住
民
同
士
の
支
え
合
い
の
た
め
に
、マ
ッ
プ
の

作
成
・
更
新
を
行
い
ま
し
た
。

　
令
和
７
年
度
は
24
自
治
会
で
作
成
・
更
新
を
行

い
ま
し
た
。

無
料
法
律
相
談

　
弁
護
士
、司
法
書
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
を

６
回
実
施
し
ま
し
た
。

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

　
自
己
研
鑽
に
努
め
、
ご
利
用
者
に
寄
り
添
っ
た

プ
ラ
ン
作
成
に
つ
な
げ
ま
し
た
。

ヘ
ル
パ
ー
事
業

　
生
活
支
援
を
必
要
と
す
る
方
が
増
え
ま
し
た
。

ご
利
用
者
と
一
緒
に
取
組
み
、自
立
に
向
け
た
支

援
に
つ
な
げ
ま
し
た
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス

　「
地
域
密
着
型
」デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
ご
利
用

者
の
心
身
状
態
の
維
持
向
上
に
努
め
ま
し
た
。

　
中
学
生
や
獅
子
舞
、
書
道
、
蓄
音
機
に
よ
る
音

楽
鑑
賞
な
ど
、地
域
の
皆
さ
ん
と
交
流
す
る
機
会

を
多
く
も
ち
ま
し
た
。

こ
ま
く
さ
園

　
通
園
だ
け
で
な
く
、
在
宅
支
援
型
の
サ
ー
ビ
ス

も
始
め
ま
し
た
。

生
活
介
護
事
業
所
は
ば
た
き

　
生
活
の
中
で
自
分
で
で
き
る
こ
と
を
続
け
ら
れ

る
よ
う
支
援
し
ま
し
た
。

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
ば
た
き

　
ご
利
用
者
も
増
え
て
、安
全
に
過
ご
せ
る
よ
う

努
め
ま
し
た
。個
性
や
ニ
ー
ズ
に
応
じ
、柔
軟
に
対

応
し
ま
し
た
。長
期
休
み
は
外
出
の
機
会
を
つ
く

り
、外
食
や
見
学
会
を
通
じ
た
社
会
体
験
を
お
こ

な
い
ま
し
た
。

令
和
７
年
度 

事
業
報
告

　
今
年
度
の
理
事
・
評
議
員
の
み
な
さ

ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

会　

長　

箕　

浦　

税　

夫

　

副
会
長　

宮　

下　
　
　

寛

　

副
会
長　

坂　

本　

紀　

子

　

理　

事　

小　

松　
　

  

清

　

理　

事　

鈴　

木　

む
つ
み

　

理　

事　

伊　

藤　

文　

行

　

監　

事　

中　

村　

文　

雄

　

監　

事　

橋　

場　

み
ど
り

　

評
議
員　

久
保
田　

英　

一

　

評
議
員　

唐　

澤　

も
と
み

　

評
議
員　

松　

村　

文　

恵

　

評
議
員　

矢　

澤　

美
和
子

　

評
議
員　

桃　

澤　

佳
代
子

　

評
議
員　

西　

村　

長　

子

　

評
議
員　

宮　

澤　

紀　

子

　

評
議
員　

浦　

野　

敦　

子

　
社
協
の
事
業
運
営
に
関
わ
っ
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。



〝いいじまのこっころ隊〟〝いいじまのこっころ隊〟認知症等見守り支援事業認知症等見守り支援事業
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　６月11日(木)に飯島中学校３年生の家庭科
の授業で認知症サポーター養成講座を行いまし
た。テーマは「認知症の正しい理解と高齢者の
現状を学ぼう」です。「きょういく(今日行くと
ころがある)」「きょうよう(今日、用事がある)」というキーワー
ドをもとに、「地域の中で役割があることが大事」という講師の

（キャラバンメイト）の言葉を生徒の皆さんは真剣に聞いていました。以下が感想の一部です。

•「認知症の方と対等な立場で接するようにしたい」
•「認知症を見て見ぬふりをするのではなく、すっと手を差
し伸べ続けたいと思った」
•「これから身近な人が認知症になった時、見守って寄り
添うことを大切にしていきたい」
•「高齢者に温かく接して、互いに配慮し合い、時には助
け合える関係を目指したいと思った」

　

５
月
26
日
（
火
）
第
１
回
や
ら
ま
い
か
講
座
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
『
新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
♪
モ
ル
ッ
ク
を
み
ん
な
で
楽
し
も

う
！
』
を
テ
ー
マ
に
、
子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で
無
理
な
く
楽

し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
を
行
い
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
係
か
ら
講
師
を
お
招
き
し
、
ル
ー

ル
説
明
を
受
け
、
参
加
者
５
名
と
職
員

１
名
の
６
人
で
２
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て

ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
し
た
。
ル
ー
ル
自
体

は
難
し
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
点
数
計
算

が
複
雑
な
こ
と
と
、
戦
略
を
考
え
る
な

ど
チ
ー
ム
内
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
必
要
な
ス
ポ
ー
ツ
で
、
親
睦
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
参
加
さ
れ

た
皆
さ
ん
か
ら
も
、「
楽
し
か
っ
た
」

「
も
っ
と
や
り
た
い
」
と
の
感
想
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

第
２
回
や
ら
ま
い
か
講
座
は
、
８
月

３
日
㈪
に
「
防
災
す
ご
ろ
く
」
を
使
っ

て
自
分
た
ち
で
出
来

る
防
災
の
勉
強
を
し

ま
す
。
多
く
の
皆
さ

ん
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

や
ら
ま
いか
講
座

や
ら
ま
いか
講
座
開
催
！

開
催
！

★★

  　認知症になっても、本人も家族も住み慣れた自宅や地域で安心して暮らせるように「日常
  生活の見守り」「行方不明の予防」のために日頃から見守り、気になる方への声がけをして
  いただく事業です。
  　事業所はもちろん、個人の方にもご協力いただき、現在 40 事業所に登録していただいています。

㈱フクシマ・アルプス中央信用金庫飯島支店・㈱八十二長野銀行飯島支店・モトクラブコバヤシ・㈾金ト北
富屋商店・通いの場ぱんだの家・㈲マツムラ・㈱下平工業・特別養護老人ホーム越百園・上伊那農業協同
組合飯島支所・のどかクリニック・㈱介護センター花岡 飯島店・西岸寺・㈲大正館洋品店・セブン自動車㈲・
つどいのクリニック柿田・そば道場ななくぼ・㈲きくやセブンイレブン飯島七久保店・ＮＴＫセラミック㈱飯
島工場・ウエルシア上伊那飯島町店・デイサービスなごみの家・ヤクルト飯島サービスセンター・㈲柴田商店・
飯島自動車工業㈱・飯島郵便局・七久保郵便局・㈱いいじま農産・㈲湯沢新聞店・こもれび薬局・㈲矢澤
鉄工業・石田建設㈱飯島支店・タカノハートワークス宮田ショップ・ＮＰＯ法人まんてん・㈱マスト・ＧＨ道・
カ―メイク伊藤・下平精肉店・いつわ農産加工センター・宮古亭・登城農園　　　　　　　　　　 登録順

 認知症サポーター養成講座（福祉教育）

第２０６号



第34回 飯島町 ふれあい広場第34回 飯島町 ふれあい広場
開催のお知らせ
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社協会費納入及び社協会費納入及び
新規会員募集のお願い新規会員募集のお願い

　社会福祉協議会は、地域のみなさまに支えられた

公共・公益性の高い民間の福祉団体です。今年も『と

もに生きる福祉の町づくり』をスローガンに、誰もが

安心して暮らせるまちづくりを目指し、地域福祉の推

進に取り組んでいます。その活動資金としてみなさま

に会員となっていただき、社協の運営やサービスの参

加・協力を財政面でお願いするものです。

　ぜひ、趣旨をご理解いただき、ご支援賜りますよう

お願いします。

納入会費
　☆一般会員（一世帯当たり）　年額	 1,500 円
　☆特別会員（一口あたり）　　年額	 3,000 円
　　　　　　又は　5,000 円　又は	 10,000 円

期　日　令和8年10月18日（日）
時　間　午前 10時～午後２時半まで

場　所　飯島体育館
内　容　物品販売、飲食コーナー、ふれあいバ

ザー、ふれあいコーナー、ふれあいステー
ジなど盛りだくさんの内容を企画中！

出店者、出演者を大募集！出店者、出演者を大募集！
みなさまのご参加をお待ちしています。みなさまのご参加をお待ちしています。

お問い合わせ先　飯島町社会福祉協議会
　　　　　　　　地域福祉係　☎ 86-5511
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活動資金にご協力いただき、ありがとうございます。

いのちをつなぐ赤十字の活動は、みなさまからお寄

せいただく活動資金によって支えられています。

日赤長野県支部飯島分区では、各自治会の赤十字奉仕団担当者様

を通じて、活動資金の募集を行っています。万一に備えて、防災

備蓄品等の購入を

させていただいて

います。引き続き

み な さ ま の ご 支

援、ご協力をお願

いいたします。

日赤活動資金納入のお礼とお願い日赤活動資金納入のお礼とお願い

社協会費のご協力は、福祉のまちづくり
参加への第一歩です。

ぜひ、ご協力よろしくお願いします。


